
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ６ 年 ２ 月 ８ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美 ※ 聖 歌 52 1「 主 の 御 手 に 頼 る 日 は 」 一 同

主 の 祈 り ※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 聖 歌 4 2 3 「 罪 思 い 出 さ す る 」 一 同

教 会 学 校 絵本「ファーマーさんはみすてない」 牧 師

讃 美 聖 歌 2 2 3 「 隠 せ や 我 を 」 一 同

聖 書 朗 読 イザヤ43:1-5

奨 励 イザヤ書の福音(第15回) 牧 師

主 題 「貴方の名を呼ぶ神」

讃 美 聖歌420「あなたの持てる悩みは」 一 同

献 金 献 金 と 感 謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄 ※ 聖 歌 3 7 9 「 主 よ こ の と こ ろ を 」 一 同

祝 祷 ※ 牧 師

来 週 の 箇 所 使 徒 行 伝 21:1-14
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
２ /８ (日 )聖 日 礼 拝

/９ (月 )13: 30東 北 説 教 塾
/10(火 )
/11(水 )信教の自由を守る日
/12(木 )10:00祈 り 会
/13(金 )10-12:OBSｸﾗｽ
/ 14(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 り の 課 題 》
① 家 族 の 救 い の た め に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち が 救 わ れ ま す よ う に

プ リ ズ ン 通 信 2026年2月1日付、吉岡利夫さんからの手紙 (抄 )

主の御名を賛美致します 。

全 国 的 に 厳 し い 寒 波 が続 い て い ま す が 、仙 台 市 でも 大 雪 の 除雪 に 難 儀な 日 々 で

は な い で し ょ う か 。 千 田 さ ん 祥 子 さ ん 、 ま た 教 会 の 人 た ち や 小 さ な 勇 者 た ち に は 、

強烈な寒気にお風邪など召されていませんか 、心よ り寒中お見舞い申し上げ ます 。

毎 年 の 事 で す が 、 冬 の こ の 時 期 が 来 ま す と 、 遠 い 記 憶 の 彼 方 か ら 動 か す 事 の 出

来な い 厳 然 た る 過 去 の 事実 が よ み が え って き ます 。 昭 和 44年 ２月 23日 と い う 過 去 は

私と いう 十 七歳 の少年 が起 こし た凶 悪な 事件 の加害 者と し て 、己が この 地上 に生 き

てい る限 り消し 去 るこ と はで きず 、且 つ永 遠の 悔 恨と し てそ の 過去 は 死 なず 、い つも
私の 前に 生き て 現れ るの で す 。 そ し てそ の日 を 生涯振 り返る事 が 私 の定 めでも あ る
ので す 。仮 出 獄 を 取 り消さ れ 無 期 懲役 の 再 執行 の 身 にあ る 昭 和の 少 年 無期 囚 の 私
に獄死は免れません 。

20 18年 の ３ 月 に 千 田 さ ん 宛 に 発 信 し た 私 の 「 事 件 告 白 」 書 簡 (プ リズ ン 通 信 )に 対
し 、 牧師である千田さんから 、 とてもあ りがたい言葉をいただきました 。

「人はそれぞれ異なった道を通るとしても、主イエスに出会うとき本当の命に
生きる者とされます。私たちは赦される こ と によ っ て生き る こ とがで き るのです 。
人間の法律や制度が目的とする『社会的正義』には罪人の良心の痛み・苦し
みを癒やす力がありません。ただ主なる神のみがその愛の力によって私たちを癒
やし真の命に引き戻すことがおできになるのです。

吉岡さん、あなたの罪は御子イエス様が十字架で百パーセント完全に贖っ
て下さいました。だから主なる神は言われます、『私こそ私自身のために、あなた
のとがを消す者である。私はあなたの罪を心にとめない』(イザヤ43:25)。かく まで
に愛なる神は私たちが御許に立ち帰ることをお望みなので す 。 塀 の 中 に あ っ
て も 、 ど う ぞ主 イ エ ス の御救いに与 っ て い る事 を証 し続け て下 さ い 。 お祈 り
し て い ま す 。 」

千 田 さ ん の こ の 言 葉 は 、千 田 さ ん を 通 し て 神 様 が 下 さ った 言 と し て 心 癒 や さ れ 慰
められ 、生きる勇気と希望を与えて下さ りま した！

主 よ 、 慈 愛 に 満 ち 情 け 深 い あ な た の 愛 が 、 彼 ら の 上 に 降 り 注 が れ ま す よ う に 。
主よ 、 悲惨 な 末路 に 向かう 彼 らの 魂が 、 あ なた の御 手に よ って 、助 けら れ救わ れま す
ように 。 主に在りて 吉岡拝


